参考様式８　電子情報処理組織の概要等に関する書面（省令第80条第１項第11号　省令第80条第２項　省令第118条第２項第14号　省令第121条第２項第14号関係）


1． 概要
	



2． 設置場所
	



３．容量
	



４．保守の方法
	



５．異常が発生した場合の対処方法
	





６．その他
	



（記載上の注意）
１．概要の欄には、商品先物取引業に係る電子情報処理組織（システム）の概要、仕様、当該システムを統括管理する責任者の役職、管理する部署名及び当該部署で管理に携わる人員数並びに管理体制を記載すること（外部委託の場合は外部委託先の名称及び委託しているシステムの概要並びに外部委託先の管理の方法を記載）。
２．設置場所の欄には、当該システムの設置場所を記載すること（外部委託の場合は外部委託先の当該システムの設置場所を記載）。
３．容量の欄には、当該システムの１時間当たり受注できる注文数などの容量（バックアップがある場合はそれらの容量）を記載すること。
４．保守の方法の欄には、当該システム等の保守規程、保守頻度及び保守方法（内部または外部監査等の別及びその方法）を記載すること。
５．異常が発生した場合の対処方法の欄には、当該システムで異常が発生した場合の取引の委託等に関する代替措置及び社内での対処方法（異常の発生について社内外への通報方法、外部委託を行っている場合は対処マニュアルなどを設けているか）などを記載すること。
６．その他の欄には、当該システムに保存される顧客の個人情報の保全方法（情報の管理に関する社内規程があればそれを添付すること、また当該システムが外部委託されている場合は、外部委託先との情報の管理に関する契約書等の該当部分の写しを添付すること）などを記載すること。
７．各欄の記載に当たっては、その根拠となる社内規程や委託先との契約書類等（以下「社内規程等」という。）がある場合には、当該社内規程等の名称を明示するとともに、その写しを添付すること。
８．７により、社内規程等の写しを添付する場合において、当該社内規程等により各欄の記載の詳細が十分に確認できるときは、各欄の記載は概要にとどめることができる。この場合は、当該社内規程等の名称及び該当箇所（頁等）を明示すること。
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